
水　　道

iD 革　343

2　事　業　概　要　　345

3　料金及び加入金　　347

4　経　営　状　況　348

5　職員数及び給与　349

6　施 設　　350





1　沿　　　　革

本市では、明治22年の市制施行と同時に上水道設置の要望が高まり、明治43年から水源地調査などが開始され

た。その結果、八景水谷を水源地に、立田山を配水池として大正13年11月(総事業費約212万円)に通水を始め

m

その後、市周辺町村の合併が進むとともに、水道も拡充されたが、第2次世界大戦による施設の荒廃と戦後の

市人口の増加は必然的に配水能力の不足を招いたため、水源地の確保を主とした第1次拡張事業に着手し健軍

(現健軍水源地)に水源を求め、昭和25年8月に竣工し、 1日の配水能力も36,OOOn5と増強された.その後も昭

和40年における給水人口20万人、 1日最大給水量60,000nfを目標に、一本木及び亀井の2水源地の新設、立田山

配水池の増設などが昭和31年11月までに完成している。

引き続いて昭和33年1月に、昭和46年における給水人口35万人、 1日最大給水量103,000nfとした第2次拡張

事業を着工し、川尻・城山の両水源地の新設、徳王配水池の新設、健軍・八景水谷両水源地の井戸増設及び立田

山配水池の増設などを実施し、昭和40年3月に完成した。

昭和40年代に入ると、都市活動の急速な進展とともに市周辺部-の市街地の拡がりはめざましく、水需要増は

次の計画の発足を急がせ、昭和41年4月、第3次拡張事業に着手した。当初計画は、昭和55年における給水人口

425,700人に対して1日最大給水量165,000n?を給水する10カ年計画事業として発足した。しかし、予想以上の急

激な水需要の伸びにより、昭和44年10月の第1回の計画変更を皮切りに4回に及ぶ計画変更を行い、最終的に目

標年次を昭和56年とし、昭和55年度で完成した。

第3次拡張事業の目標年次が昭和56年であることに加えて、都市構造の変化と市民生活水準の向上等による将

来の水需要は更に増大するものと考えられ、未給水地域の解消を包含した第4次拡張の策定を急ぎ、昭和55年2

月に目標年次平成2年、給水人口615,800人、 1日最大給水量370,000rdとする事業の認可を得て昭和62年度の完

成を目指して昭和55年度から事業に着手した。

しかし、昭和59年ごろから社会情勢の変化等により給水量の伸びが鈍化傾向となり、昭和61年3月、水需要に

即応した計画見直しを行い、当初の完成年度を昭和62年度から平成2年度まで進展調整するとともに、給水人口

を615,000人から557,700人へ、 1日最大給水量を370,000r肋、ら340,000irfにそれぞれ変更したが、依然として給

水量が微増の状態であり、昭和63年9月から上水道使用実態調査を開始し、水需要の予測調査の結果・分析を踏

まえて、平成2年3月に第2回目の見直しを行った。これは、豪定供給の図れる配水管網の再編と取水能力の修

正などで、完成年次を平成7年度までとし、平成7年度の給水人口を599,000人に1日最大給水量を298,000rdに

変更した.

平成3年2月には、飽託4町との合併に伴い、 4上水道事業と1簡易水道事業を引継いでいる.本市の水道水

は、厚生省が昭和59年4月に発表した全国の「おいしい水の要件」の分析結果で特においしい水道の部にランク

され、特級水としての折り紙が付けられている.さらに昭和59年8月、厚生省の「おいしい水研究会」の利き水

結果においても、全国で3本の指にはいり、昭和60年4月の報告において、水道水のおいしい都市に選ばれてい

る。また昭和60年5月には、本市水道の発祥の地である^景水谷水源地が、 「近代水道百選」に選定されているo

このように美味しく、貴重な地下水を長期的かつ有効に利用するという目的から、昭和63年5月に管理セン

ターが稼働し、この結果「情報処理・遠隔監視制御システム」による熊本地区の全水道施設の一元的管理が可能
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となり、水の効率的運用が図られることとなった。

平成4年4月1日には、水の有効利用並びに経営の効率化を図るために、財団法人熊本市水道サービス公社が

発足し、給水装置の診断、宅地内漏水調査等市民-のサービスを開始した.

第4次拡張事業計画

目標年次

基本計画

総事業費

事業内容

取水施設

導水施設

浄水施設

送水施設

平成7年

計画給水人口　　　　599, 000人

1日最大給水量　298,000nf/日(公称施設能力320,000ni/日)

1人1日最大給水量　4974/入日　1人1日平均給水量　　402.fi/入日

33,906,158千円(内起債32,183,000千円)

井戸新設　11本(内予備井1本)取水能力48,000rd/日

導水管　　　口径800-150m　延長-7,077m

滅菌装置　　8式

送水ポンプ　5台

送水管　口径700m　延長-5,478m

配水施設　　　配水池　5池　容量58,750nS

配水ポンプ　8台

配水管　口径l,350-75皿　延長-269,075m
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2　事　業　概　要

(1)給水普及状況

区分

年度

行 政 区 域 内 給 水 区 域 内 現 在 給 水 普 及 率

(B / A )人 口(A ) 戸 数 人 口 戸 数 人 口(B) 件 数

人 戸 人 戸 人 件 %
元 5 73′42 1 203 ,141 573 ,122 203 ,072 548 ,608 206 ,059 95 .7

2 6 24,59 8 222,8 13 624 ′303 222 ′745 598 ,053 223 ′501 95 .8

3 6 29,28 5 2 27,219 628 .948 227 ,134 603,358 229 ′590 95 .9

4 6 34,72 6 2 31,951 634 ,396 231 ,868 611,346 233 ,881 96 .3

5 6 37 ,76 7 2 36 ,300 637 ,443 236 ′217 614 ,909 238 ,462 96 .4

(2)配　水　量

区分
総 配 水 量

1 日 最 大 1 日 最 小 1 日 平 均 1 人 1 日最 1 人 1 日平

年 度 配 水 量 配 水 量 配 水 量 大 配 水 量 均 配 水 量

d d TIT tA 盟 l
元 82 ,8 08 ,18 8 7/ 18 26 6 ,175 1/ 1 168 ,686 226 ,872 488 4 14

2 87 ,194 ,924 27 9 ,907 178 ,853 238 ,890 468 399

3 88 ,110 ,457 30 0 ,68 5 167 ,106 240 ,739 498 399

4 88 ,28 9 ′362 28 3 ,408 181 ,142 241 ,889 464 396

5 88 ,413 ′071 28 2 ,466 186 ,653 242 ,228 459 394

(注)平成2年度以降の一日最大・一日最小配水量は、各地区上水道の最大日・最小日配水量を加算

(3)有収水量と無効水量

二 二
総 有 収 水 量

1 日平 均

有 収 水 量

有 収

率
無 収 水 量

無 収

率
総 有 効 水 量

1 日平 均

有 効 水 量

有 効

率
無 効 水 量 無 効

率

Ⅱ壬 irf -0 n i % d ri % Irf %

元 6 9 ,3 1 1 ,5 1 4 1 8 9 ,8 9 5 8 3 .8 2 28 ,2 7 1 0 .2 8 6 9 ,5 3 9 ′7 8 5 1 9 0 ,5 2 0 8 4 . 1 13 , 16 7 ,9 5 4 15 .9

2 7 4 ,6 8 4 ,0 8 5 2 0 4 ,6 1 4 8 5 .6 3 1 3 ,5 5 1 0 .3 6 7 4 ,9 9 7 ,6 3 6 2 0 5 ,4 7 3 8 6 .0 12 ,2 4 3 ,2 7 4 14 .0

3 7 5 ,7 6 8 ,9 2 9 2 0 7 ,0 1 9 8 6 .0 7 5 2 ,4 3 2 0 .8 5 7 6 ,5 2 1 ,3 6 1 2 0 9 ,0 7 5 8 6 .9 l l ,5 5 4 ,1 7 0 13 .1

4 7 6 ,0 6 6 ,7 1 0 2 0 8 ,4 0 2 8 6 .2 2 ,12 4 ,453 2 .4 7 8 , 19 1 , 16 3 2 1 4 ′2 2 2 3 .6 10 ,0 2 5 ′7 1 2 l l .4

5 7 5 ,7 5 2 ,t 2 0 7 ,5 4 2 8 6 .3 2 .090 ′7 28 2 .4 7 7 ,8 4 3 ,3 9 4 2 1 3 ,2 7 0 3 .6 9 ,9 7 2 .5 2 9 l l .4

(注)平成4年度から無収水量としてメーター不惑水量を計上

(4)水道管延長

区 分

年 度
導 水 管 延 長 送 水 管 延 長 配 水 管 延 長

元 24 ,9 4 3 29 ,2 5 3 1 ,8 0 4′09 9

2 4 0 ′00 2 46 ,4 3 4 2 ,17 3 ,0 3 5

3 4 0 ,0 6 2 47 ′00 5 2 ′19 8 ,6 8 1

4 4 0 ,0 6 2 49 ,2 17 2 ,2 4 8 ′16 5

5 4 0 ,0 6 2 52 ′38 7 2 ,2 8 2′37 1
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(5)口径・用途別給水量及び収入状況
(平成5年度)

区 分

口径 . 用 途 別
給 水 量 構 成 比 収 入 構 成 比

舵

用

n m rrf 浴 円 %

13 4 3 ,4 3 1 ,3 5 1 5 7 .3 6 ,4 2 0 ,9 3 7 ,8 0 2 4 7 .2

2 0 ll ,2 0 5 ,3 18 14 .8 1 ,8 4 1 ,4 3 0 ,0 18 1 3 .5

2 5 6 ,1 4 4 ,4 3 5 8 . 1 1 ,2 2 2 , 10 6 ,2 8 3 9 .0

4 0 5 , 15 5 ,5 4 2 6 .8 1 ,3 2 6 ,2 2 4 ,9 4 2 9 .7

50 3 ,3 7 7 ,3 04 4 .4 9 0 4 ,3 1 0 ,9 8 3 6 .6

7 5 3 ,7 2 7 ,2 67 4 .9 1 , 06 4 , 23 0 ,3 8 6 7 .8

1 00 2 ,09 3 ,5 43 2 .8 6 14 ,10 1 ,4 8 8 4 .5

1 5 0 27 7 ,2 7 6 0 -4 8 4 ,45 1 ,3 3 4 0 .6

浴 場 営 業 用 7 4 ,9 4 0 0 .1 4 ,25 2 ,4 8 4 0 . 1

共 用 2 9 ,1 6 1 0 .1 2 ,23 5 ,9 4 5 0 . 1

時 用 2 3 6 ,5 2 9 0 .3 1 27 ,84 7 ,5 4 6 0 .9

計 7 5 ,7 5 2 ,6 6 6 1 0 0 1 3 ′6 1 2 ,12 9 ,2 1 1 1 0 0

(6)漏水防止対策

ア　漏水調査

区 分

年 度
配 水 管 路 延 長 漏 水 防 止 推 定 防 止 量 調 査 費 用 修 理 費 用 合 . 計

元

k n 件 n V 日 千 円 ヰ 円 千 円

1 , 0 74 2 , 18 7 1 4 , 0 2 0 5 9 ,7 6 0 5 1 ′9 9 8 1 1 1 ,7 5 8

2 1 , 0 6 4 2 , 1 34 1 2 , 4 6 9 7 7 .0 4 4 8 0 ,5 7 8 15 7 ,6 2 2

3 1 ,1 7 5 1 ,5 96 8 , 3 6 5 8 0 ,3 4 0 6 8 ′13 1 14 8 ,4 7 1

4 1 ,1 7 7 1 ′2 97 6 ′6 18 9 2 ,5 9 6 8 2 ,0 9 1 17 4 ′6 8 7

5 1 ,0 5 5 1 ,1 7 3 5 ,2 7 6 9 5 ,4 8 1 7 6 ,1 2 1 17 1 ,6 0 2
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3　料金及び加入金

(1)水道料金
平成3年12月17日改定

平成4年2月1日実施

区分

口径

. 用途別

基 本 料 金

( 1 月につ き)

従 量 料 金 (l ri につき)

第1 一 段 第 二 段 第 三 段 第 四 段

般

用

13 lO nS以下 1,050円 11Id 以上

20n f以下

135円

2 1n f以上

30 rri以下

160円

3 1irf以上

40 nf以下

185円

4 1nf以上

220円

20 10 n?JU T l ,390

25 lOnf以下 1,840

40 3 ,850

l n i以上

50 nf以下

220円

51n S以上

lOOiri 以下

240円

lO lirf 以上

500 nl以下

等60円

50 1rd 以上

290円

50 8 ,350

75 14 ,850

100 25 ,600

150 55 ,000

浴 場 P常 葉 用 150n f以下5′200円 15 1ni以上 I d につき 55円

共 用 給 水 装 置
1戸につき6ld 以下

(基本水量)400円
基本水量をこえる水量 1 Id につき 65円

一 時 用 1 d につき525円

私 設 消 火 せ ん
口径50m 未満20分以内 1個 1 回につき 300円
口径50m 以上20分以内 1個 1 回につき 600円

連合専用給水装置 1戸につき一般用の料金を適用

(注)　料金は、上記料金表の基本料金と従量料金との合計辞に、 100分の103を乗じて得た額
(1円未満の端数は、切り捨て)とする

(2)共同住宅の料金

「共同住宅」とは、受水槽を設けて給水を受ける集合住宅

閉BKf

共同住宅で、各戸に局で定めたメーターが取付られている

場合は、各戸毎のメーター口径に応じた「一般用」の料金を

適用する.

共同住宅で、各戸にメーターが取付られていない場合は、

上表の「一般用口径20m」の料金を適用する。 (ただし各戸均

等使用とみなす.)
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メーター口径 基 準 額

mm 円
13 6 0 ,000

20 12 0 ,000

25 18 0 ,000

40 600 ,000

50 1,200 ,000

75 3,000 ,000

100 6 ,000 ,000

150 12 ,000 ,000

(注)加入金は上記の基準額に100
分の103を乗じて得た額とする

増径工事の場合は現在の口径と
新口径の差額に、 100分の103を乗
じて得た額とする



(4 )料金収納状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(各年度末現在)

-∴ 調 定 額 収 納 額 収 納 率

件 数 & SI 件 数 金 額 件 数 & si

件 円 件 円 潔 %
元 2′33 1,138 8 ,8 70 ,577,446 2 ,102,238 8 ,059 ,025 ,355 90 .18 9 0.85

2 2 ,387 ,488 9 ,263 ,427′066 2 ,154,037 8 ,438 ,381 ,103 90 .22 9 1.09

3 2 ,500 ,165 9 ,7 13 ,642,020 2 ,262′942 8 ,857 ,047 ,165 90 .51 9 1.18

4 2 ,567′543 13 ,7 40,901,332 2 ,314,375 12 ,505 ,873 ,879 90 .14 9 1.0 1

5 2 ,650 ,402 13 ,6 12,129,211 2 ,397,059 12 ,377 ,599′011 90 .44 90 .93

(荏)平成2年度以降は、 4営業所を含む

4　経　営　状　況

(1)収益的収支の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　円)

年 度

事 項
元 2 3 4 5

総 収 益 9 ,930 ,62 6,8 12 10 ,55 4,109 ,88 1 10 ,663 ,352 ,318 14,162 ,931 ,9 27 14 ,204 ′395 ,264

料 金 収 入 8 ,660 ,03 1,4 40 8 ,99 3,6 18 ,516 9 ,430 ,720,408 13,340 ,68 0 ,9 05 13 ′2 15 ,659 ,429

そ の他 収 入 1,270 ,595 ,3 72 1,560 ,4 91,365 1 ,2 32 ,631′910 8 22 ,2 51 ′0 22 988 ,735 ,835

総 費 用 9 ,778 ′778 ′111 10 ,738 ,5 62 ,545 ll ,690 ,115,720 12,253 ,27 9 ,2 17 12 ,557 ,360 ,350

職 員 給 与 費 2 ,200 ,104 ,3 83 2 ,47 6,0 25 ,604 2 ,685 ,980,037 2,956 ,68 7 ,168 3 ,011 ,031 ,083

電 力 費 653 ′553 ,8 26 66 4 ′450 ,062 7 42 ,331,991 745 ,7 97 ′7 07 74し 274 ,412

物 件 費 138 ,008 ,5 87 17 3 ,0 03 ,316 173 ,059,363 167 ′5 67 ,7 75 191 ,922 ,786

減 価 償 却 費 1,8 58 ,776 ,5 61 1,95 6′4 98 ,506 2 ′2 43 ,417,121 2,307 ,0 14,8 74 2 ,694 ,367 ,、492

支 払 利 息 3 ,042 ,153 ,3 70 3 ,188 ,0 62 ′958 3 ,3 47 ,546 ,441 3,314 ,37 4 ′8 67 3 ,274 ′660 ,163

そ 一 の 他 1′886 ,18 1,3 84 2 ′280 ,5 22 ,099 2 ,4 97 ,78 0,767 2,761,8 36 ,8 26 2 ,644 ,104 ,414

単 年 度 損 益 151,848 ,7 01 △ 18 4,4 52 ,664 △1 ,0 26 ,763 ,402 1′909 ,6 52 ,7 10 1 ,647 ′037 ,914

(荏)消費税相当分を除いて算出

(2)資本的収支の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　円)

年度

事項 元 2 3 4 5

資 本 的 収 入 2 ,526 ,577 ′194 2 ,930 ,5 11,548 1,3 41 ,811,52 3 2 ,264 ,3 12,2 26 2 ,321 ,615 ,631

企 業 債 2 ,130 ,000 ′0 00 2 ,430 ,100 ,000 78 0 ,000 ,00 0 1,055 ,00 0,00 0 935 ,000 ′000

そ の 他 収 入 396 ,577 ,194 500 ,4 11,548 5 61 ,811,52 3 1,209 ,3 12′2 26 1 ,386 ,615 ,631

資 本 的 支 出 4 ,526 ,196 ,7 79 5 ,795 ,567 ,929 4,58 9 ,761,02 1 5 ,347 ,08 6,66 9 5 ,888 ,738 ,130

建 設 改 良 費 3 ,739 ,288 ,9 13 4 ,880 ,029 ,140 3,5 34 ,384 ,05 3 4 ,116 ,183 ,767 4 ,586 ,304 ,050

企 業 債 償 還 金 786 ,907 ,8 66 9 15 ,538 ,789 1,0 55 ′376 ,968 1,180 ,90 2,90 2 1 ,302 ′434 ,080

投 資
- - - 50 ,00 0,00 0 -

資本的収支不足牒 1 ,999 ,6 19 ,585 2 ,865 ,056 ,38 1 3,2 47 ′949 ,498 3 ,082 ′77 4′44 3 3 ′567 ,122 ,499

(注)消費税相当分を除いて算出
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(3)供給単価及び給水原価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　円/d)

年度

事 項
59 60 61 62 63 元 2 3 4 5

供 給 単 価 126 .7 4 125 .94 125 .31 125 .09 125 .07 124 .94 12 5 .39 124 .47 175 .38 174 .46

給 水 原 価 127 .2 6 129 .77 131 .20 137 .59 131 .55 136 .73 14 4 .28 149 .07 155 .19 158 .8 2

損 益 △ 0 .52 △ 3.83 △ 5 .89 A 12 .50 △ 6 .48 △11.79 △18.89 △24 .60 20.19 15.64

(荏)元年度以降は、消費税相当分を除いて算出

5　職員数及び給与

(l)職種別職員数等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平6.4.1現在)

職種別
区分

特 別 職 事 務 職 技 術 職 全 体

男 1 180 176 357

女 0 26 0 26

計 1 206 176 383

年 齢 (義) 58歳 6 月 37 ・8 41 ・4 39 - 5

勤続年数 . (午) 1年 5 月 15 - 5 、 19 ・8 17 - 5

(2)職種別1人月平均給与額 (平6.4月分)

職 種別
事 項 特別職 事務 職 技術職 全 体

畠 本 給 (円) 699 ,000 314′096 352′773 331 ,916

特 殊 勤 務 手 当 (円) 0 ll ,035 11′2 93 ll ,154

超 過 勤 務 手 当 (円) 0 18 ,954 30 ,474 24′262

そ の 他 の 手 当 (円) 0 18 ,571 19,0 28 18 ,782

合 計 (円) 69 9,000 362 ,656 4 13 ,5 68 386 ,114

(注)　全体欄は特別職を除く

-349-

蓬



6　施　　　　設

(り水道施設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平6.4.1現在)

名 称 竣 コ二 年 次 施 号投 能 力

施 設 内 . 容

井 戸 m

水

ポ こ/ フ.

浅 輝 取 水 送 水 配 . 求

汰

顔

也

入 く瞥 聖賢〉谷
二大‥14 .

く320 ,000> ni/ 日
22 ,300

本
2

本
2

カ
所

1

負
2

台

.6

台

竺 本 葉 日召25 . 12
27 . ll

85 ,700
16 ,700 1

ll
3

4
3

3
3

6

.4

4

4

2

亀 井 30 . 3 7 ,900 1 3 4 3
一 9

3uu 38 . 7 ,400 4 4

柴 生 還 45 . 11移管 12′000 6 6 3

胃 山 笠 46 . 2
50 .

54 .500
5′200

10
2

10
2 3

3

1

庄 口 58 . 47 .600 8 8
秋 田

く北部地 区〉
裏 芸 署

平 2. 3

昭4 4. 3

10′000
く9′160〉
2 ,290

2

3

2

3
47 .
48 . 2

1 .282
1,374

2
2

2
2

2

4 .鶴 羽 田 5 7. 8 1,466 1 1
飛 田 5 9. 2 ,748 2 2 2

梶 尾
く河 内地 区〉

川 床

6 1...

日召3 1

く畠,492>
1 .04 4

1

1

1

1

2

4

芳 野 第 1 .
芳 野 第 2
芳 野 第 3

38
38
38

310
1
1
1

白 浜 42 26 4
ォft *串 4 5 250 1 1
j宜 j垂 45 17 9 1 1
連 山 黒 貧

く飽田地区〉
飽 . 田

48
48

昭51. 2

1 .40 0
4 5

く4 .20 0十
4 .20 0

1
1

2

1
1

2

く天明地区>
天 明

日召49. 3 く3 ′50 0〉
3 ′50 0

3 3 3

逮
汰
m

戸 島 昭60. 6 2 ,00 0ni ボ ン. プ 300n i/ 時 . . 4 台

釈

汰

m

立 ▼ 田 山 大14. 22 ,50 0 lit R C 造 り 5 池
悪 書 日召35. 3 10 ,50 0 ′′ ′′ 4

38. 2 ,63 0 P C ′′ 2
岩 倉 山 47. 15 ,00 0 R C ′′ 4
祭 日 苦 49. 24 ,00 0 P C ′′ 2

51. 5 .00 0 R C ′′ 2
撃 出 漂 55. 6 18 ,00 0 P C ′′ 2 .

5 . ,5 ′′
川 尻 57 . 4 .00 0 P C ′′ 1
秋 田 58. 40 ,00 0 ′′ ′′ 2
高 遠 原 平 3 . 3 ll ,00 0 R C ′′ 2
霊 梶 署 ′′

昭47 . 3 26 0 R C ′′ 2
飛 田 54 . 1 ,57 0 P C ′′ 1
梶 尾 平元 . 1 6 0 R C ′′ 2
鶴 羽 田 元 . 5 1′05 0 P C "
姦 悪 3 . 1 1′560 ′′ ′′ 1

昭53 . 720 R C ′′ 2
. 天 ▼ 明 60 . 12 1 .30 0 ,-P C "

加

圧

貴 崎

立 田 琵

昭50 . 3 200 rrl ボ ン フ lOO ni/ 時 2 台
50 . 400 ′′ 108

-.- ′′
義 . 覧 屠 43 . 6 8 5 ′′ 24 2

44 . 23 ′′ 13一2 2
つ つ じ ケ .丘= 44 . 10 64 ′′ 21
乗 客 書 薫 圭 50 . 200 ′′ 75 2

50 . 50 ′′ 25 .2
矯 漂 50 . 9 ′′ 2 .4

54 . 9 650 ′′ 60 2

醍

求

ポ

辛
≡

55 .
56 3

48 ′′ 4 .5
′′ 60 3岡 山 56 . 30 ′′ 15 2

′′ 13 1

蕃 山 27 290
7

m mm m m2 27
28

40
100

こ/

7 .

施

設

38
38

20
70 ′′ 30 2

野 出 38 92 ′′ 15 2

′′ 10 2
′′
′′ 4.8

襲 羊 障 費 琴 40
41
41
45
45
47

40
100
23

330
49
61

横 山 48 55
黒 石 48 25 ′′ 3 2

獄 53 144 ′′ 15 2
壷 高 専 56 43 ′′ 0.7 5

56
56

128
45

′′ 8 2

(注)　施設能力柵中　水源地.・・-取水最大能力　送水場・配水池-.・・容丑　加圧配水ポンプ施設一一配水池容量を示す
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(2)局　舎

所　在　地

敷地面積

建物面積

着　　　工

ォt　　　　　　　　-i一

橋　　　造

総　工　費

(3)管理センター

所　在　地

竣　　　工

目　　　的

設備概要

(4)水質検査室

所　在　地

竣　　　　工

水質分析機器

水前寺6丁目2番45号

9, 344nf

(本　館)

延3, 480irt

昭和37年12月28日

昭和38年12月20日

鉄筋コンクリート、地下1階、

地上3階、塔屋1階

190,621千円

(別　館)

延3, 359rd

昭和56年4月28日

昭和57年5月12日

鉄筋コンクリート

地下1階、地上3階

626, 667千円

水前寺6丁目2番45号(局舎別館3階)

昭和58年7月

健軍水源地をはじめとする市内全域の送配水施設の情報処理及び遠隔監視制御をコンピュー

タによる集中的な一元管理によって、水の安定供給と水道施設の経済的運用を図る.

ア　情報処理設備

中央処理装置

入出力タイプライター

磁気テープ装置

cRTディスプレイ装置

カラー-ードコピー装置

式
・
台
　
台
　
台
　
台

C
S
]
　
　
C
N
]
　
-
s
t
f
 
C
O
 
C
S
I

イ　遠隔監視制御設備

水源地系遠隔監視制御装置(親局・子局)

加圧ポソプ所系　　　　　〝

路上局系

グラフィックパネル

バックアップ操作卓

ウ　気象観測設備

ェ　自家用発電設備及び無停電電源設備

オ　自動通報装置(飽田、天明、河内2カ所)

水前寺6丁目2番45号(局舎別館1階)

昭和57年5月

ガスクロマトグラフ質量分析計

ガスクロマトグラフィー

原子吸光分光光度計

分光光度計

イオンクロマトグラフィ-

高速液体クロマトグラフィー

イオンアナライザー

放射線測定装置

高周波プラズマ発光分析装置
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年度別水質検査検体数

年 度

区分
元 2 3 4 1 .5

原 水 1 5 7 1 9 6 2 6 7 2 7 3 2 7 0

浄 水 1 3 3 1 6 0 28 8 28 8 2 8 8

給 水 栓 水 . 2 7 6 2 9 4 4 3 2 4 3 2 4 3 2

. 有機 塩 素 化 合物 2 98 2 7 5 58 1 4 8 6 5 1 0

依 頼 給 水 栓 水 1 2 7 1 5 4 2 5 0 3 2 8 6 5

そ の 他 5 2 1 3 2 1 5 1 5 7

合 計 1 ′0 4 3 工 2 0 9 1 ′8 3 3 1 ,8 2 2 1 ,5 7 2

(5)水の科学館

目　的

本市上水道は、阿蘇西麓に滴養された豊富で清例な地下水を水源として、大正13年11月に八景水谷水源

地からの通水以来、今日まで絶えることなく供給し続けてきたが、豊富な地下水も限りがある.

近年、地下水の質・量-の市民の関心が高まるなか、更に上水道や地下水に対する市民の理解を深め、

水の有効利用や節水-の再認識を図りながら、 21世紀を担う児童生徒の学習の場としても活用し、地下水

の保全あるいは自然環境保護に努め全国に誇れる水道水を次世代に継承する。

施設概要

所　在　地

建築面横

延床面積

構　　　造

着　　　工

竣　　　工

開　　　館

総　工　費

施設内容

展　示　物

利用状況

八景水谷1丁目11番1号(八景水谷公園内)

約2,415rd

約l,245nf

鉄筋コンク1)-ト造・平家建

平成2年1月

平成2年9月

平成2年10月27日

約560,000千円

レクチャーホール、常設展示室、図書・AVコーナー等

給水のしくみ、水需要の状況、水の遊具等

区 分

年 度
入 館 者 数 (大 人 ) 入 館 者 数 (小 人 ) 合 計

2
人 人 人

2 7 ,8 7 6 2 4 ,9 8 0 5 2 ,8 5 6

3 6 4 ,0 2 6 6 5 .5 0 8 1 2 9 ′5 3 4

4 6 1 ,6 5 9 6 1 ,7 5 0 1 2 3 .4 0 9

5 5 0 ′8 3 0 5 8 .4 2 6 1 0 9 ′2 5 6
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(6)水道サービス公社

名　　　称

設立年月日

目　　　的

事　　　業

役　　　員

事務所の
`所　在　地

基　本　金

予　　　算
(平成6年度)

財団法人　熊本市水道サービス公社

平成4年4月1日

公社は、熊本市における水の有効利用の促進と安定給水の確保のため、必要な事業を行う

ことにより水道事業の振癖を図り、もって市民の福祉向上に寄与することを目的とする。

○給水装置診断業務

○宅地内漏水調査修繕業務

o水道に関する知識の普及啓発業務

○水道事業等に関する業務の受託事業

(1)検針業務

(2)塩素測定業務

(3)水道施設内環境整備事業

(4) 「熊本市水の科学館」の管理業務

(5)資材倉庫の管理業務

(6)量水器の取替・開閉栓等業務

○その他公社の目的を達成するために必要な事業

理事長　　市長

副理事長　　水道事業管理者

常務理事　1名

理　　事　　6名

監　　事　　2名

水前寺6丁目2番45号　水道局別館1F

基本財産　　30,000千円(水道局出損金)

運用財産　　20,000千円(水道局出損金)

収　　入　366,083千円

支　　出　351,183千円

-353-

歪




